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  明治 150年記念シンポジウム 

「明治の歩みをつなぐ、つたえる」 
平成 30年(2018)3月 27日  於：奈良県立図書情報館 

 

明治 150年記念シンポジウム 

第一の開国“古代”と第二の開国“明治” 

 

平成 30 年(2018)は明治改元が布告された明

治元年(1868)から 150年の年に当たります。

国は①「明治以降の歩みを次世代に遺す施策」

②「明治の精神に学びさらに飛躍する国へ向

けた施策」③「明治 150年に向けた機運を高

めていく施策」の三つを柱にして「明治 150

年」関連施策を推進しています。 

奈良県もこの趣旨に賛同し、本県における

キックオフイベントとして、古代日本の国が

形づくられた奈良時代を第一の開国、明治維

新を第二の開国として比較検証し、その時代

の人物の活躍等を振り返り、地域がさらに飛

躍するよう、皆様と共に考えるシンポジウム

を開催します。 
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